
例会資料                                   2023年 6月 25日 塚田 

Vespro入門 モンテヴェルディ：「聖母マリアの夕べの祈り（1610年）」から 

 

モンテヴェルディ：1567年クレモナ生れ、マントヴァ宮廷の楽員となり 

1602年楽長。革新的マドリガーレの急先鋒として名声を高め、 

1607年のオペラ「オルフェオ」で成功を収める。1613年よりヴェネツィア 

のサン・マルコ大聖堂の楽長となり 1643年になくなるまで作曲家兼楽長 

として勤めた。 

「夕べの祈り（晩課）」は、カトリック教会の最も重要な宗教儀礼である「ミサ」 

と「聖務日課」のうち聖務日課の一つ。信徒のお勤めとしてのお祈りであり、音楽として充実していたの

は、夕刻に催される「晩課」Vespro であった。 

 

全体の構成は下記のとおり （本日は太字の曲を聴きます） 

1 序詞－応唱 （６声合唱と６声器楽、オペラ「オルフェオ」の冒頭を利用） 演奏 A 2：21 

2 詩編「主は、わが主に言い給えり」 

3 コンチェルト「我は黒けれど」 

4 詩編「主を讃えよ、しもべらよ」 

5 コンチェルト「汝は美し」 （ソプラノ二重唱）  演奏 A 4:13 

6 詩編「我は喜びに満ち足り」  

7 コンチェルト「２人のセラフィムが」 

8 詩編「主が家を建て給わずば」 

（5声ずつ 2群の分割合唱と通奏低音） 演奏 B 5：12 

9 コンチェルト「聞き入れ給え、天よ」  

（テノールと６声合唱、エコー効果）    演奏 B 7：32              コルネット 

10 詩編「主を讃えよ、イエルサレムよ」  

11 「聖なるマリアよ」によるソナタ （ソプラノ、8声器楽と通奏低音） 演奏 B 6：32 

12 讃歌「めでたし、海の星」 

13 マニュフィカト 7声、または 14マニフィカト６声  演奏 C 17：38     

 

演奏 

A ヤーコプス指揮コンチェルト・ヴォカーレ、オランダ室内合唱団キール、ショル他  HM フランス 

B サヴァール指揮ラ・カペラ・レイアル、パドヴァ古楽センター合唱団他  ASTREE（naïve） 

C ガーディナー指揮イングリッシュ・バロック・ソロイスツ、モンテヴェルディ合唱団他 Archiv  



マニフィカト 7 声 

1 Magnificat  ６声合唱    2 anima mea Dominum,    ソプラノ 

3 et exsultavit spiritus meus in Deo salutari meo, アルト、テノール 1，2 

4 quia respexit humilitatem ancillae suae. テノール 2 楽器 

  Ecce enim ex hoc beatam me dicent omnes generationes, 

5 quia fecit mihi magna, qui potens est, アルト、バス 1、バス 2 ヴァイオリン他 

  et sanctum nomen eius, 

6 et misericordia eius in progenies et progenies timentibus eum.  6 声の対話 

7 fecit potentiam in brachio suo, アルト、ヴァイオリン他 

  dispersit superbos mente cordis sui; 

8 deposuit potentes de sede テノール 2、コルネット他（エコー） 

  et exaltavit humiles; 

9 esurientes implevit bonis ソプラノ 1，2、四重奏 

  et divites dimisit inanes. 

10 suscepit Israel puerum suum, recordatus misericordiae, ソプラノ 1，2、テノール 1 

11 sicut locutus est ad patres nostros, アルト、楽器 

   Abraham et semini eius in saecula. 

12 Gloria patri et Filio et Spiritui Sancto ソプラノ 1、テノール 1，2（エコー） 

13 sicut erat in principio, et nunc, et semper, 7 声、全楽器 

   et in secula seculorum. Amen 

 

1，2 わが心、主をあがめ  

3 わが霊は、わが救い主なる神を喜びまつる 

4 そのはしための卑しきをも 顧みたまえばなり 見よ今よりのち、 

よろずよの人われを幸いとせん  

5 全能者われに大いなることをなしたまえばなり その御名は聖なり  

6 そのあわれみは世々かしこみ恐るる者に臨むなり 

7 神は御腕にて力をあらわし 心のおもいのおごれる者をちらし 

8 勢いある者を位よりおろし 卑しき者を高うし 

9 飢えたる者をよき物に飽かせ 富める者をむなしく去らせたもう 

10 とこしえに忘れじと、しもべイスラエルを助けたまえり 

11 また我らの先祖に告げたまいしごとく、アブラハムとそのすえとに対するあわれみを 

12  願わくは父と子と聖霊に栄えあらんことを 

13  初めに在りし如く、今もいつも、世々に至るまで。アーメン     （日本聖公会文語訳） 

 


